
　
東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
東
日

本
大
震
災
被
災
県
へ
の
公
立
学
校

教
員
の
派
遣
を
公
募
し
、
先
月
、

第
一
陣
と
し
て
、
宮
城
県
の
公
立

学
校
に
教
員
68
名
を
派
遣
し
ま
し

た
。
　
あ
き
る
野
市
か
ら
は
、
西
中
学

校
の
増
田
美
奈
子
教
諭
が
宮
城
県

の
涌
谷
町
立
涌
谷
中
学
校
に
派
遣

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
派
遣
に
先
立
ち
、
宮
林
教
育
長

は
、
「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
て
現
地
の
子
供
た
ち
の
た
め
に

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
現
地
と
あ
き
る
野
市
を
つ
な

ぐ
橋
渡
し
役
と
し
て
も
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
」
と
増
田
教
諭

を
激
励
し
ま
し
た
。

　
増
田
教
諭
は
、
「
被
災
県
に
対

し
て
何
か
で
き
な
い
か
と
ず
っ
と

考
え
て
い
た
の
で
、
派
遣
の
公
募

は
よ
い
機
会
だ
と
考
え
ま
し
た
。

全
力
で
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
」
と
応
え
、
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。





校　長
森　真二

副校長
福原　憲生

校　長
榎本　茂

餅つき感謝祭

副校長
坂本　満弘

教育方針
（１）学習意欲を高めて、確かな学力を定着させる。
（２）児童の心に寄り添う生活指導で、安全で安心な環境を充
　　実させる。
（３）特別支援教育の推進で、だれもが居心地のよい学校をつ
　　くる。
（４）自然や地域文化を生かし、特色ある教育活動を充実させる。
（５）教職員相互・保護者・地域・諸団体・ボランティアと連
　　携し、協働する学校にする。

   新しい学習指導要領に対応して、一人一人の子供に合った学習
指導を行っていきます。そのために、特別支援教育の理念を踏ま
え、だれにでも分かりやすい授業を行い、授業時間を確保して、
反復学習や習ったことを使って考える学習活動を行っていきます。
　また、すべての子供にとって、「安全で安心して学べる地域の
学校」を目指す屋城小は、きまりを守ることが、思いやりの心を
育てる基本であると考え、一人一人にきまりを守ることの大切さ
を指導していきます。学校と地域の方々が同じ歩調で子供たちを
健全に育てていくのが屋城小学校です。ご理解とご協力をどうぞ
よろしくお願いいたします。

　本校では、教育の目標の
「自分で考える子・思いや
りのある子・たくましい子」
を合い言葉に、全教職員一
丸となって、人権尊重の精
神のもと、心身ともに健康
で、豊かな児童の育成を目
指します。

　人間尊重の精神を基調とし、個性豊かで、
たくましく生きる、心身ともに調和のとれ
た児童の育成を目指し、次の教育目標を設
定する。
　　　心ゆたかな、たくましい子ども
○思いやりのある心　学校教育全ての中で、
　　　　　　　　　心の教育の推進　
○考える力　　　　基礎的・基本的な学力
　　　　　　　　　の定着と思考力の育成
○じょうぶな体　　基本的な生活習慣の確
　　　　　　　　　立と体力の向上

【こんな学校を目指します】  
子どもたちが育ち輝く、心身ともに元気な学校
１「思いやりのある心」……〈他人の痛みのわかる子に育てる〉
　①教師と児童のけじめをつける…教師は「さん」「くん」をつけ、児童は敬語・
丁寧語を使う②集団いじめは「しない」「させない」「みのがさない」③きた
ないことば禁止、丁寧な言い方を教える④真剣清掃古いと汚いは別、清掃は教
科と同じレベルで指導する⑤児童の忘れものをゼロにする指導の工夫
２「考える力」……〈考えるもとになることを続けて行う〉
　①よく読み、よく書く子②声を出して読む。名文を暗唱する。全文視写する
③活字の本（物語り）を根気よく読めるようにする④45分授業の実施。教師の
話は短く、はじめとおわりを確実に45分みっちり指導、つっ込み禁止「です」
「ます」奨励
３「じょうぶな体」……
　〈じょうぶな体になることを続けて行う〉
　①「よく走る」ことの日常化②体育の授業は運
　動量を上げる（45分中半分以上は身体を動かす）
　③体育授業はランニングを必ず入れる④山のぼ
　りの遠足をする④食育を通し偏食をなくす
【このことを達成するために「当たり前のことを丁寧に教える学校」をめざし、
「当たり前のことを根気強く学ぶ子を」育てます】

　秋川の清流にのぞみ、風光明媚な地にある。
保護者の教育に対する期待と関心が高く、地域も、
自分たちの学校という意識が強く、協力を惜し
まない。地域活動も活発で、学校・ＰＴＡ・地
域の連携が密に保たれ、豊かな体験活動の充実
を図っている。

校　長
高橋　志夫

副校長
吉岡　正司

校　長
岡部　廣

副校長
玉森　正一

教育目標
　開校138年の歴史と伝統を誇りに、以下
の子供の姿の育成に努めます
　・心豊かでおもいやりのある子
　・ねばり強くやりぬく子
　・明るく元気な子

教育活動の重点
　あきる野市の12本の重点施策の遂行を意識しながら、“かかわり力の育成”を重
点にした教育活動を展開していきます。

チャレンジ教育の推進
○学習・生活規律の確立
○基礎・基本の定着
　読み・書き・算・基本的生活習慣
○意図的・計画的・創造的な授業の推進
○学び合い学習の質的向上
　グループ学習の活用
○課題解決的な学習や体験的に学ぶ学習を
　重視して、思考・判断・表現力を育てる
○年間を通し、学校全体で体力の向上に努
　める

学年・学級・専科経営の充実
○一人一人のよさを生かす
○学び合い磨き合い高め合う集団をつくる
○子供同士や子供とのよい関係の構築
○知性や感性をはぐくむ環境づくり
　掲示や物の配置等による視覚効果
○意欲や豊かな心を醸成する風土づくり
○基礎学力を向上させる日常的な取組
　朝学習や家庭学習の習慣化
　読書活動の推進

ハートフル教育の充実
―いじめ不登校ゼロへの挑戦―
○組織的な学校運営（チームワークで育てる）
　情報の共有　共通実践　報連相の徹底
○基礎・基本を大事にした教育実践
　規律と品格　基本的な学習・生活習慣
○教育課程の工夫と確かな積み上げ
　かかわり合いを大事にした教育活動
　挑戦や主体的な学びを重視した教育活動
　感謝・感動を生み出す教育活動
○人権教育・特別支援教育の重視
　個の尊重　やさしさを根付かせる

家庭・地域との連携強化
―おとなが手本―
家庭・地域と連携した
○多西ハートフル教育の充実
○基礎学力の定着や読書、体育･食育、　
　環境･キャリア･情報教育の充実
○安心・安全対策の充実
○体験的に学ぶ教育活動の充実
　積極的な授業公開・幼保小中連携の推進
　特色ある教育
　・地域伝統芸能の教材化・鼓笛隊の継承
　・恵みの森の活用等

　昨年度末に行いました東京都人権尊重教育推進校・研究発表会には大勢の方
にご参会をいただき、誠にありがとうございました。この研究成果を基に、今
年度は「ハートフル教育」（心の教育）の充実、さらに学力・体力向上を目指
した「チャレンジ教育」を推進して参ります。

教育目標

　　新学習指導要領の趣旨をふま

　え「人が育ち　人が輝く　あき

　る野の教育」の実現をめざし、

　本校がこれまで大切にしてきた

　「いいな」体験を推進すること

　により、人間尊重の精神をもと

　にして、豊かな人間性と未来を

　拓く学力をもった児童を育てる。

　◎豊かな学び

　◎すこやかな体

　◎ひろい心

児童数　510名　　　　　普通学級　16クラス
ひまわり学級　３クラス
　確かな学力や基本的な生活習慣を身につけるために教師の
指導力を高めます。また、学校と地域社会と家庭が密接に行
動連携をとり、特別支援教育を進めています。

本校の特色
　①心身ともに健康な児童の育成
　②豊かな自然と伝統・文化と地域人材を生かした「地域に根
　　ざした教育」の推進
　③総合的な特別支援教育の推進に基づく「通常学級」と「ひ
　　まわり学級」との交流および障害児理解教育の充実

経営方針
　１．児童にとって健康で楽しく生きがいのある学校（学級）
　　づくりの推進
　２．よくわかる楽しい授業の推進
　３．学校・地域社会・家庭が心と手をむすび、連携を密にし
　　た教育の推進

目指す学校の姿

「活力と魅力にあふれ、
　　　　子供も教師も輝く多西小学校」

―子供が育ち、
　地域に愛される学校を目指します―

かかわり力の育成

マラソン大会



校　長
竹川　博

副校長
鈴木　貴

校　長
鈴木　唯史

副校長
坂口　悟朗

校　長
平田　和孝

副校長
木下　美彦

校　長
工藤　淳一

副校長
宇治　昭秀

「命を大切にし、

　　　　共に輝き生きていこう」

　・たくましく……

　　　じょうぶな体とねばり強

　　　い心を育てる

　・なかよく……

　　　人のよさ、自分のよさを

　　　生かしあう

　・ かしこく……

　　　自ら学び、考える力を育

　　　てる

前田小プラン

子どもが変わり、教師も変わる学校

『元気いっぱい』『あいさついっぱい』『優しさいっぱい』

『楽しさいっぱい』

　前田小には、元気がいっぱいあります。楽しい授業が行わ

れ、子どもたちが元気いっぱい学んでいます。休み時間は、

広い校庭で元気いっぱい遊びます。子どもたちは、優しい心

をもっています。友達や家族、先生、地球を大切にします。

子どもたちがなかよく、元気よくあいさつします。

　人と人のかかわりを大切にし「共に学び共に育つ学校を！」

を目指します。

　２年間のスポーツ教育推進校等の取組が評価されて「子供

の体力向上推進優秀校」の表彰を受けました。

　『じょうぶな体・ねばり強い心』『地球に優しい環境作り』�

『一人一人に優しい学習環境作り』（体力・エコ・支援）を三

本柱とし、スポーツ教育推進校として体力作りの推進、環境教

育の推進、特別支援教育のさらなる充実を目指します。

教育目標
　・よく聞いてよく考える
　・やさしい心をもつ
　・最後までがんばりぬく

経営方針
　①教育活動全体を通して人権教育を推進
　　し、人権に対する感覚や実践力を育て
　　る。
　②基礎的・基本的な内容の確かな定着を
　　図り、学ぶ意欲と自信を育てる。
　③特別な支援を必要としている児童の教
　　育的ニーズに応じた指導を推進する。

　④自ら学び考え解決する力や表現力を育み、主体的に学ぶ力を育てる。
　⑤地域の様々な人や自然や文化とのかかわりを通した学びを重視し、豊
　　かに生きる力を育てる。
　⑥心身の健康の保持増進や安全に対する意識を高めるために、「食」に
　　関する指導や健康・安全指導を計画的に推進する。
　⑦地域社会の一員としての自覚や広く国際社会に対応できる力を育てる。
　⑧学校を開き、家庭･地域との連携を充実させ、「共有」の充実を図る。

　一の谷小学校は、秋川を挟んでサマーランドと対面している、全館冷暖
房完備の学校です。本年度で開校36年目を迎えます。開校当時、地域の方々
に寄贈していただいた500本の木は、今でも地域の方々の手によって剪定
が行われており、まさに、地域の学校に対する熱い思いに支えられている
地域あっての学校といえます。特別支援学級「こすもす学級」は開級３年
目になりました。現在の学級数は９学級、児童数は184名です。
　国語と算数の２教科で少人数指導を実施しています。15分モジュール学
習の取り組みとともに、基礎学力をつける指導の充実を図っています。あ
きる野学園との交流は12年目を迎えます。年３回の休日の学校公開。地域
の経験豊かな方々から学ぶ指導体制の充実も図っています。

①国語と算数の少人数（20名程度）で指導。学力向上に力を入れています。
②伝統芸能の学習など一の谷小ならではの教育活動で、子どもたちが豊か
　に育っています。
③安全・安心な学校作りを進めています。（メール送信、学校安全ボラン
　ティアの活用）
④文部科学省の指定事業として「学校ボランティアの充実」に取り組んで
　います。

 ＜教育目標＞

◇気づき考え実行する子

　　物事に対する関心、考え

　を深める態度、進んで取り

　組む態度の育み

◇仲良く助け合う子　

　　思いやる心、きまりと約

　束を守る態度、郷土を愛し

　誇りに思う心の育み

◇明るく元気な子

　　健康的な習慣、丈夫な体、

　活動的な態度、互いに認め

　合う心の育み＜目指す子ども像＞

★こ…行動する子

★み…見つめる子 

★や…やさしい子

　小宮小学校は、平成24年度より五日市小学校と統合し

ます。最後の一年間、小宮小学校ならではの教育活動に

取り組み、いつまでも児童・保護者・地域の方々の心に

小宮小学校での多くの充実した楽しい思い出が残ること

をめざします。児童・保護者が安心して統合を迎えるこ

とができるよう、全教職員が一丸となって諸準備に取り

組んでいきます。

　本校は、全校児童17名と東京都でいちばん児童数の

少ない学校（島嶼を除く）ですが、そのことを感じさ

せないパワーを一人一人が発揮して教育活動に取り組

んでいます。

＜教育目標＞
　人権尊重の精神を基盤とし、特色あ
る教育を展開するなかで、確かな学力
を身に付けさせるとともに、豊かな人
間性、創造性を育て、心身とも健康で、
自ら学び実践する児童の育成に当たる。
　◎ 進んで学ぶ子
　○ 思いやりのある子
　○ 体を大切にする子

　本校は名山城山を背に、美しい木々が季節を彩り、清らかな水が絶え間なく

瀬音を響かせる、まさに日本の原風景の中に建つ。地域の人々は、「大人が手

本のあきる野市」そのままに、豊かな人間愛と熱い人情にあふれ、常に子供た

ちを温かく見守り、学校とともに育てていこうという思いが強い。

　27名の子供たちは、明るく素直で思いやりをもち、学習にも自ら進んで取り

組むことができる。普段から全校児童が一緒に遊び、一緒に給食を食べ、生活

を共にすることで、礼儀や社会性がしっかり身についている。

（1）小規模校の特色を生かした教育
　　活動を推進する。
　　＊どの児童にもきめ細かな指導
　　　を行い、確かな学力をつける。
　　＊徹底した「個に応じた指導」を行う中で、特別支援教育の充実を推
　　　進する。
　　＊地域の教育力を生かした活動を展開し、かかわりの中で豊かな感性
　　　を養う。
（2）伝統ある愛鳥活動を継続し、発展させる
　　＊生活科、総合的な学習の時間を中心に野鳥と環境のかかわりを考え
　　　させる。
　　＊愛鳥活動を発展させ、地域の環境保全について学ぶ環境教育を充実
　　　させる。
（3）連携を重視した教育活動を推進する
　　＊地域、保護者との連携を密にする。
　　＊教育相談部・特別支援教育部を充実する。
　　＊安全・安心の取り組みを充実させる。
　　＊小宮小・五日市小・五日市中との連携を深める。

『こ・み・や』の子

学校ＰＲ

教育方針（特色ある教育活動）



校　長
浅原　伸行

副校長
永曽　久美子

校　長
篠原　敬子

副校長
中島　靖二

校　長
遠藤　桂一

校　長
遠藤　裕孝

副校長
栗原　郁夫

○教育目標 
　・海のように大きな心 
　・太陽のように輝く自分 
　・大地のようにたくましく

学校
一人一人が主体的にコミュニ
ケーションできる児童の育成
　　　　
家庭
保護者同士のコミュニケーシ
ョン・地域とのコミュニケー
ションの和の拡大

地域
この地域を愛し、家庭・地域
とともに進める草花小の教育

○学校経営方針 
「かかわって　つながる」 
～コミュニケーション能力の育成～

　学校が地域の「おらが学校」として信頼され、多くの人から愛
され、誇りをもたれる学校として存在できるよう、教職員一丸と
なって教育活動をして参ります。

１．授業の中で、少人数及びグループでの話し合いの時間を積極
　的に取り入れ、コミュニケーション能力の育成を図っています。 
２．地域の皆様のご尽力による登下校の見守りや学校の教育活動
　に対するご協力への感謝の気持ちをこめて、9月14日㈬に「祖父
　母参観」を実施します。  
３．特別支援学級の「ふたば学級」があるおかげで、豊かな人間
　理解教育活動が展開できています。

教育目標
　じょうぶな子
　考える子
　がんばる子
　心ゆたかな子

経営方針
・専門職としての誇りと自覚をも
　ち、常に研修に励むとともに、
　組織体として対応します。
・ゆたかな人間性をもった子ども
　を育成します。
・子どもたちの規範意識を育てま
　す。
・環境への関心を高め、環境の保
　護・維持・改善等に向けて働き
　かける実践力を養います。
・家庭、地域社会との連携を図り、
　地域に根ざした学校づくりを行
　います。

　本校は、豊かな自然環境に恵まれ、児童数は624名と、市内で
も一番規模の大きい学校です。確かな学力の定着を目指し、校内
研究の充実に力を入れ、今年度は国語科の研究を進めていきます。
また、30年来続いている米作りは、本校の伝統的な体験学習の
ひとつで、地域の方々から様々なことを学んでいます。市内でも
最大級のどんど焼きに象徴されるように、ＰＴＡや地域行事と密
着した教育も進めています。

学校の特色
　　学校南側に広がる加住丘陵と秋川、体育館横にはビオトープ、
　そんな恵まれた自然環境の中で、本校の子どもたちは、学校生活
　を送っています。米作り、畑作、むかし遊び、読み聞かせなど、
　保護者・地域の方々との連携・協力による生きた学習指導を進め
　ています。また、授業規律と秩序ある生活行動を身につけ、子ど
　もたちは、生き生きと学習に励んでいます。
　　さらに、校内委員会の充実を図るとともに、家庭・地域・関係
　諸機関との連携強化を図り、配慮を要する児童への支援だけで
　なく、一人一人に寄り添った指導を行います。

教育目標

○自分で考える子

○進んで人とかかわる子

○最後までやりとげる子

学校経営方針
　○小五小統合プロジェクトの推進
　　☆小宮小学校との統合まであと１年、今年度の最重要課
　　　題として、児童、教職員、地域と様々な交流を通した
　　　教育活動を推進していきます。
　○当たり前のことを丁寧に教えて子どもが輝く五日市小
　　☆活気と魅力があふれる学校
　　☆信頼される学校
　　☆規律と品格のある子ども
　　☆授業力を磨く教師集団
　　☆組織的な学校運営

　開校明治６年。校長室には歴代の校長先生の写真がずらり
と並び、五日市小学校の発展を静かに見守っています。また、
廊下や教材室には明治時代からの卒業写真が並び、歴史の重
さが感じられます。
　由緒ある木々に囲まれた校庭に響き渡る鼓笛隊の演奏は、
50年以上の輝かしい歴史を刻んでいます。五日市小学校は全
市に先駆けて平成18年度より「祖父母参観日」を設け、大好
評を得ています。輝く伝統に支えられ、地域に愛される落ち
着いた学校です。

　本校では全教職員の英知を集結して知育・徳育・体育・芸術・
勤労のバランスの取れた児童の育成を全力で目指します。

○教育目標
　・考える子ども‥‥自ら課題
　　を見つけ、よく考え、努力
　　する子
　・進んで行動する子ども‥‥
　　気づいたことや、やるべき
　　ことに向かって積極的に行
　　動する子
　・健康な子ども‥‥健康な体
　　をつくり、強い意志を持ち、
　　さわやかにあいさつする子
　（今年度の重点目標）

○経営方針
　・「開かれた学校」を学校経営の基本に置き、内部においては
　　報告・連絡・相談を密に行い、家庭や地域に向けては分かり
　　やすい情報発信に努める。
　・特別支援教育の充実に力を入れ、児童一人一人の特性を丁寧
　　にみつめ、全ての児童のニーズに応じた指導を行う。全職員、
　　保護者、地域、関係諸機関との連携を密にとり、効果的に児
　　童の育成に努める。

　本校は、特別支援教育コーディネーターを中心に、学級担任と
特別支援学級（通級）担任、スクールカウンセラーが連携・協力
し、保護者と密に話し合い、外部機関との連携に努めながら、個
に応じた教育を充実させています。
　また、横沢入の里山自然体験や稲作体験学習、学校農園を活用
したのらぼう栽培など、地域の自然を生かし、地域の方々との交
流を通して、地域に根ざした伝統・文化教育を推進しています。

○ 今年度の重点　
　・「小中一貫教育の推進」「特別支援教育のさらなる充実」「地
　　域の教育力を活用し、地域と一体となって進める教育活動」
　　の３つを重点とし、特に力を入れて取り組む。
　・あきる野市の研究推進指定校として、増戸中学校と一緒に小
　　中一貫教育のあり方を追究する。

副校長
平　　一美

学校・家庭・地域
そして中心となる子どもたち



校　長
曽我　有二

副校長
高島　昇

副校長
村田　晃彦

校　長
加藤　高明

副校長
守屋　和広

◎教育目標（目指す生徒像）

　社会の変化に対応できる　心身ともに健全な　社会人の育成をめざして

　　○よく考え最後までやりぬく人

　　○豊かな心をもち思いやりのある人

　　○常に自分を高めようと努力し創造力のある人

◎めざす学校像　「自信と誇りと信頼の東中学校」（キャッチフレーズ）

　　○生きがいと行きがいにあふれ、基礎的な学力・体力の習得のために、真に学びあいがある東中学校

　　○自信にあふれ、自ら進路をたくましく実現するために最後まで努力する生徒たちであふれる東中学校

　　○毎日が安全で安心して生活でき、理想や正義や夢を思いやりをもちながら語りあえる東中学校

　　○保護者や地域から誇りと信頼のある地域教育の核となる東中学校

　東中学校の全校生徒524名は、大切な各家庭からお預かりした、宝
でありダイヤモンドの原石です。地球上で一番硬いダイヤモンドはダ
イヤモンドで磨かれて初めて輝きます。東中の教育に置き換えて言い
ますと、仲間と切磋琢磨して磨き上げる同級生、先輩後輩、全力で生
徒の指導と支援にあたる教職員、学校と協力・連携して共に生徒を磨
いていただける保護者・地域の方々や関係諸機関の方々も、もちろん
ダイヤモンドです。東中の生徒は、自信と誇りをもって自分を磨き、
さらに、家庭・地域からの厚い信頼のもと、一段と輝きを増して、充
実した３年間を過ごし、巣立っていくことができる中学校を目指しま
す。
　「生徒が育ち、生徒が輝く、東中の教育」です。応援・ご協力よろ

　東中は開校より来年度で40周年となりますが、当時より生徒は活気とエネルギ
ーに溢れ充実した学校生活を送っています。教職員も生徒を第一に考え熱心で主
体性をもって教育活動を行っています。地域も学校教育に全面的に協力してくだ
さり、その底力は大きなものがあります。
　ＰＴＡ活動が活発です。毎月の校外防犯パトロール及び朝の登校安全指導、サ
ークル活動の一例として「おやじの会」による「大人が手本の啓発活動」、学校
花壇づくり、地域清掃ボランティア等々行っています。
　ＰＴＡだけでなく、生徒も教職員も一緒になって取り組んでいます。ＰＴＡの
ＯＢによる「東雲会（しののめかい）」も長い伝統があり学校教育を支援してい
ただいています。東中は、運動部、文化部ともに活動が盛んで明るく元気一杯な
生徒で溢れています。また、特別支援学級の生徒は青梅マラソンに参加しています。
毎年、市の作品展にも立派な作品を出品しています。

◎教育目標（目指す生徒像）

　　人権尊重の精神を基調とし、自主・自立、真理の探究の精神に富み、心豊かでたくましい

　生徒を育成するため次のように教育目標を掲げています。

　　・自ら学び自ら考え実行する生徒（自主）

　　・理想に向かって向上努力する生徒（努力）

　　・美しい心たくましい体の生徒（健康）

（１） 分かる授業の一層の推進と知識の活用力を身につけさせ、学習意欲の
　　向上を目指します。また、家庭学習を習慣化させるための実践を進めて
　　いきます。
（２） 教育相談部を中心に、生徒の心のケアや不登校生徒への指導をスクー
　　ルカウンセラーとともに組織的な相談活動を行い、いじめ・不登校ゼロ
　　を目指します。
（３） 一人ひとりの生徒の期待に応えるために、特別支援教育を組織的に推
　　進します。
（４） 学区小学校と連携し、保護者、地域の方々の協力を得ながら、９年間
　　を見通した教育活動をすすめ、生徒の持つ可能性を最大限に発揮させま

　本校は、草花丘陵を背に、南に平井川、西に遠く奥

多摩の山々を望む自然環境に恵まれた地域です。保護者・

地域の方々は本校の教育に大きな期待を寄せ大変協力

的です。

　生徒は、明るく素直で授業や部活動に熱心に取り組

んでいます。生徒会ではより良い人間関係づくりを目

指して、「あいさつは御堂の顔」をスローガンに取り

組んでいます。また、生徒会活動による環境への意識

を高めるために今年度も「もったいない運動」に継続

して取り組みます。また、「太陽光発電」を活用した

環境教育のさらなる推進を行います。

◎教育目標（目指す生徒像）

　・よく考えて行動する生徒

　・進んで協力する生徒

　・思いやりのある生徒

　・心身ともに健康な生徒

経営目標

めざす生徒像

　・ 自ら光り輝く基礎学力を身に付けた生徒

めざす教職員像

　・生徒のよさを引き出し、素質・才能を開花させる

　　ことに生きがいを覚え、五中生への愛情は誰にも

　　負けない誇りと確かな授業力を身に付け、尚かつ

　　良質な教育を提供し続ける光り輝く教職員

めざす学校像

　・生徒が明日の登校を楽しみにし、教職員が指導に

　　喜びを抱き、地域から「あの学校は地域の誇りだ」

　　といわれ得る地域に光り輝く学校

　本校は、長い歴史と伝統をもち、地域の住民と保護者にさ
さえられ充実・発展してきました。現在もこの伝統・歴史を
ふまえ、学校・地域・保護者が三位一体となり教育活動を進
めているのが特色です。

  本校は伝統と歴史と豊かな自然環境に恵まれ、生徒は充実した中学校生活を日々送っています。勉強（少人数授業等）

や部活動、特別支援学級の活動と通常学級との交流、ガードレール清掃等の様々なボランティア活動、活発な学校行

事（運動会や音楽会）、地域行事への参加（中学生御輿）等が学校と地域・保護者の協力のもとに行われ、より高い

教育成果を指向し、その成果は各方面に表れています。

校　長
山　　雅司



校　長
佐藤　敏数

副校長
渡辺　暁

校　長
山形　正則

副校長
川杉　稔

校　長
田島　弘之

副校長
山本　芳安

◇学校教育目標

　いのちの尊さを深く自覚し、たくましく生き、進んで社会の発展に尽くす人を目指して

　　○豊かな心をもつ

　　○たくましい体をつくる

　　○しなやかな個性を磨く

◇目指す学校像

　　学力の確実な定着と健康増進及び体力の向上を図り、豊かな体験活動を通して個性と

　想像力を伸ばし、生徒と教師が共に燃え、感動できる学校を目指します。

　生徒は明るく意欲的で、落ち着いて授業に取り組んでいます。保護者や地域の方々は学校に協力的でＰＴＡ活
動も活発に行われています。
　秋多中の学校生活は、朝の気持ちの良い挨拶と始業前の10分間朝読書に始まり、放課後の活発な部活動で一日
が終わります。
　特色ある教育活動は「いのちを尊ぶ教育」を柱に道徳や総合的な学習の時間を通して豊かな心を育成します。
また、国語や数学、英語では少人数指導で授業を行い、学力の確実な定着と学力向上を目指しています。さらに、
近年の子供の体力低下を受け、体育では授業内容を工夫するなど体力・運動能力の向上を図るよう努めています。

◎教育目標（目指す生徒像）
　・学校目標にある「本気」「元気」「根気」を合言葉に、思いやりと規律と活力のある学校を目
　　指しています。
　・「思いやりの心を育む教育」を中心に据え、コスモス街道の整備や都立あきる野学園との交流
　　を通して、教育実践を行います。
　・「基礎・基本の充実」を重点課題とし、国語・数学の少人数指導等による「学力の基礎・基本」
　　の定着、部活動や行事による「生活の基礎・基本」、障がいのある方たちとの交流による「心
　　の基礎・基本」の充実を図っていきます。
　・今年度と来年度の２カ年で、西秋留小学校と一の谷小学校を含めた３校で「小中連携」の研究
　　に取り組みます。児童・生徒を９年間の尺度でとらえ、スムーズな中学校生活を始められる研
　　究成果を目指します。

　あきる野市のほぼ中央に位置し、周囲を、都立あきる野

学園、西多摩養育支援センター、富士通そして野菜やクリ

の畑に囲まれた学校です。春にはサクラが、秋にはコスモ

スが美しく咲いているのを窓から望むことができます。また、

平成21年度に情緒障がい対象の特別支援学級を開級しまし

た。学区内小学校・都立あきる野学園との連携を更に強化し、

あきる野市の特別支援教育の充実に努めています。

　すばらしい教育環境の中で、生徒は知・徳・体をバランスよく学んで
いる学校です。「知」の面では、各教科の学習をはじめ、朝読書をとお
した理解力と表現力の充実に真剣に取り組んでいます。「徳」の育成面
では、行事や総合的な学習の時間を中心にしたコスモス街道の整備や障
がいのある人との交流・体験を通して、「思いやりの心」をしっかり培
っています。「体」の面では、体育大会や行事に積極的に取り組み、強
く美しい競技・演技を目指しています。ラジオ体操の美しさは日本一です。
また、多くの部活動で東京都のトップレベルの成績を目指しています。

◎教育目標　・夢を持ち続ける人

　　　　　　・進んで努力する人

　　　　　　・思いやりのある人

　　　　より質の高い教育を提供するために

　　　　　　・基礎・基本の確実な定着

　　　　　　・規律・規範意識の醸成

　本校の教育目標に掲げた「夢を持ち続

ける人」「進んで努力する人」「思いや

りのある人」は、混沌とした社会を乗り

切っていくための指針となっています。

　将来が不透明な現代にあって、よりよ

い人生を送ることができるように、「ど

こへ行ってもやっていける人間」の育成

を目指していきます。

　本校は、豊かな自然に囲まれています。生徒は明るく素直であり、落ち着いた学校生活の中で、学習や部活動に取
り組んでいます。今年度は、数学・英語において、少人数指導を行っています。また、平成24年度学習指導要領の完
全実施を視野に入れ、基礎・基本の定着を目指して、学校として選択教科を設定しています。さらに、「総合的な学
習の時間」の名称を「未来科」とし、１年では「自己探求」、２年では「自己開拓」、３年では「自己実現」という
目標を掲げ、「未来像を描き、協同して実現に向かう人間の育成」を目指しています。
　学区においては１小学校、１中学校であるため、平成22・23年度は、市の研究推進校として増戸小学校とともに、
小中一貫教育の視点に立ち、研究を進めてまいり、今年度は発表の年となりました。
　今後も、保護者・地域からご協力、ご支援をいただきながら、「生徒、保護者・地域、教職員にとって、誇れる学校」
づくりを推進していきます。
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き
ま
し
ょ
う
。
市
内
に
は
、

獅
子
舞
、
神
楽
、
お
囃
子
な
ど
様
�

々
な
伝
統
芸
能
が
あ
り
、
そ
れ
ら

を
継
承
し
保
存
す
る
39
の
団
体
が

連
合
会
組
織
を
つ
く
っ
て
、
他
の

団
体
と
の
関
係
を
密
に
保
存
継
承

に
努
力
し
て
い
ま
す
。
39
の
加
盟

団
体
の
内
、
お
囃
子
を
保
存
す
る

の
は
29
団
体
で
す
。
市
内
の
お
囃

子
に
は
大
き
く
神
田
囃
子
の
流
れ

を
く
む
も
の
と
、
重
松
流
囃
子
の

流
れ
を
く
む
も
の
が
あ
り
ま
す
。

共
に
明
治
の
初
め
頃
に
市
域
に
伝

え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
神
田
囃
子
は
、
引
田
地
域
を

は
じ
め
、
留
原
や
五
日
市
地
域
で

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
松
流
囃

子
は
、
二
宮
、
野
辺
、
草
花
、
森

山
、
雨
間
、
伊
奈
の
地
域
で
継
承

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
重
松
流
祭
囃
子
の
創
始

者
で
あ
る
古
谷
重
松
の
生
誕
１
８

０
年
に
あ
た
り
、
二
宮
考
古
館
の

企
画
展
で
重
松
流
を
継
承
す
る
二

宮
は
や
し
連
の
活
動
の
様
子
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
明
治
の
初
め
頃

に
二
宮
の
地
に
伝
え
ら
れ
た
重
松

流
囃
子
が
、
１
０
０
年
以
上
た
っ

た
今
も
こ
の
地
域
の
人
た
ち
に
よ

っ
て
守
り
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
祭
り
で
の
華
や
か
な
芸
能
の

陰
に
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
が

毎
週
練
習
に
励
む
な
ど
の
地
道
な

努
力
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地

域
の
伝
統
文
化
が
継
承
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。

　
最
後
に
、
囃
子
に
使
わ
れ
る
楽

器
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま

す
。
ま
ず
締
め
太
鼓
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
２
つ
の
太
鼓
か
ら
な

り
、
高
音
と
低
音
を
出
し
ま
す
。

ま
た
や
や
大
き
め
な
太
鼓
が
あ
り
、

長
胴
と
呼
び
ま
す
。
そ
れ
と
全
体

を
リ
ー
ド
す
る
笛
、
軽
快
に
調
子

を
と
る
鉦
で
構
成
さ
れ
、
全
体
で

５
人
に
よ
り
奏
で
ら
れ
ま
す
。
こ

の
演
奏
に
合
わ
せ
て
お
か
め
や
ひ

ょ
っ
と
こ
な
ど
が
踊
り
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
ま
だ
早
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
今
年
も
秋
川
駅
前
北

口
大
通
り
使
っ
て
８
月
６
日
（土）
に

「
あ
き
る
野
夏
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。
春
祭
り
で
見
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
お
囃
子

を
、
一
堂
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
夏
の
暑
い
盛

り
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ

ひ
伝
統
文
化
を
守
り
続
け
る
各
団

体
の
姿
を
間
近
に
見
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
子
供

た
ち
に
は
大
切
な
発
表
の
場
で
も

あ
り
、
か
わ
い
ら
し
い
お
か
め
や

ひ
ょ
っ
と
こ
の
姿
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
夏
の
夜
空
に
響
き
渡
る
笛
や
太

鼓
の
音
色
が
多
く
の
人
た
ち
に
元

気
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

じ
ゅ
う
ま
り
ゅ
う

じ
ゅ
う
ま
つ

お
お
か
ん

　
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
、
東

京
都
で
は
54
年
ぶ
り
と
な
る
第
68
回

国
民
体
育
大
会
と
、
今
回
初
め
て
と

な
る
第
13
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
あ
き
る
野
市
で
は
、
第
68
回
国
民

体
育
大
会
に
お
け
る
自
転
車
競
技

（
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
）
、
馬
術
競
技
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
少
年
女
子
）

の
３
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
、
あ
き
る
野
市
に
つ
い
て

は
、
競
技
会
の
成
功
に
向
け
諸
準
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
全
国
か
ら
訪

れ
る
選
手
団
、
応
援
団
等
を
市
全
体

で
迎
え
ら
れ
る
機
運
の
醸
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

▽
自
転
車
（
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
）

　●

競
技
会
会
期
…
平
成
25
年
９
月
29

　
日
（日）

　●

競
技
会
場
施
設
…
特
設
ロ
ー
ド
レ

　
ー
ス
コ
ー
ス
（
八
王
子
市
・
あ
き

　
る
野
市
・
檜
原
村
・
奥
多
摩
町
）

▽
馬
術
（
全
種
別
）

　●

競
技
会
会
期
…
未
定

　●

競
技
会
場
施
設
…
特
設
馬
術
競
技

　
場
（
秋
川
高
等
学
校
跡
地
）

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
少
年
女
子
）

　●

競
技
会
会
期
…
平
成
25
年
９
月
29

　
日
（日）
〜
10
月
１
日
（火）

　●

競
技
会
場
施
設
…
あ
き
る
野
市
民

　
球
場
及
び
市
民
運
動
広
場

▽
連
絡
先
　
国
体
推
進
室
（
０
４
２

　
―
５
３
２
―
０
２
２
３
）

　
前
田
小
学
校
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
教
育
推
進
校
の

指
定
を
受
け
、
子
供
の
体
力
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
週
20
時
間
の

体
育
講
師
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
体
育
の
授
業
、
ス
ポ
ー

ツ
テ
ス
ト
の
実
施
と
結
果
の
活
用
、

中
休
み
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
ム

の
年
間
を
通
し
て
の
実
施
、
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
を
招
い
て
の
ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
開
催
、
体
育
遊
具
の
購
入
と

整
備
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
が
評
価
さ
れ
、

東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
「
子
供
の

体
力
向
上
推
進
優
秀
校
」
と
し
て
表

彰
さ
れ
、
平
成
23
年
３
月
25
日
に
宮

林
教
育
長
か
ら
前
田
小
学
校
竹
川
校

長
に
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。


